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田
　雅 
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会
長
の
あ
い
さ
つ

会
長
の
あ
い
さ
つ

項　　目
収 入 の 部

比率（％）金　額（円） 項　　目 比率（％）金　額（円） 項　　目 比率（％）金　額（円）
支 出 の 部

活 動 費
事 業 費
事 務 費
会 議 費
予 備 費

合　　計

39
42
13
6
―

100

1,499,000
1,600,000
500,000
210,000
10,500

3,819,500

市から補助金
会　　費
協 賛 金
繰 越 金
雑 収 入

合　　計

70
24
2
4
―

100

2,657,000
931,500
75,000
155,900

100

3,819,500

活　動　費

体 育 部 会

合　　計

37

100

550,000
安全福祉部会 17245,000
文 化 部 会 15230,000
青少年部会 15230,000
環 境 部 会 16244,000

1,499,000

※くわしい内容につきましては、事務局（274-5222）までお問い合わせください。なお、予定が変更になる場合がありますのでご了承ください。

秋季大運動会
コミュニティまつり
地域ふれあい芸能発表会
広報誌発行

10月7日
11月10，11日

2月17日

7月25日，12月25日，3月25日

地域コミュニティの拠点として、皆様に
愛され親しまれる会運営を推進します。

平成３０年度 事業計画
本年度の総会において下記の事業計画・予算が承認されました

本会事業

危険個所点検
福祉関係講習会
歩く会（高齢者健康増進）
交通安全教室

6月
7月18日
10月
2月

地域の交通安全・福祉・救急・防火等の
安全な環境推進につとめます。

安全福祉部会

文化教室（講義と見学）
見学会（一般募集）

9月
10月下旬

地域の皆さまと共に芸術文化に親しみ、
心豊かな生活がおくれるよう活動の推進
を図ります。

文化部会

街かど花いっぱい運動（田彦コミセン・
大島公園花壇）
緑と花の愛護普及事業
環境美化運動（田彦コミセン除草）

那珂川水系クリーン運動
環境講座

6月2日，11月25日
6月9日

6月23日，9月8日，10月27日
7月1日
1月19日

いきいき茨城ゆめ国体のため花いっぱい
運動と地域の環境整備につとめます。

環境部会

シニアレクリエーション
ヘルスバレーボール大会
ノルディックウォーキング教室
ファミリーバドミントン大会

6月10日
7月8日

10月28日
11月25日

皆さん!!  運動不足になっていませんか？
お友達と一緒にいい汗流しましょう。

体育部会

少年の主張大会
地域ふれあいキャンプ
地域ふれあいスキー
読み聞かせ（年９回　６月～３月）
　　（８月は除く、11月はコミセン祭で）

7月12日
8月4，5日
1月5日

子供たちとの交流、家庭・学校・地域の
パイプ役を目指します。

青少年部会

出会い・ふれあい
田彦の輪

出会い・ふれあい
田彦の輪

平成３０年度 事業予算
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こ
の
度
、
平
成

30
年
度
本
会
総
会

に
お
い
て
、
会
長

を
任
命
さ
れ
ま

し
た
内
田
雅
惠（
大
島
公
園
西
自
治
会
）

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

退
任
さ
れ
ま
し
た
前
会
長
の
勝
村

和
男
様
を
は
じ
め
各
実
践
部
会
員
お

よ
び
事
務
局
等
の
方
に
は
、
永
き
に

わ
た
り
本
会
運
営
に
ご
尽
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
少
子
高
齢
化
社
会
が
騒
が

れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
が
難

し
い
こ
と
を
ニ
ュ
ー
ス
等
で
聞
き
ま

す
が
当
地
区
に
お
い
て
は
、
各
自
治

会
を
は
じ
め
各
団
体
や
小
・
中
学
校

と
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
活
発
な
活

動
が
出
来
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
ま
し

た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
よ
り
発
展

し
、
地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
親
し
み

の
あ
る
会
運
営
に
尽
力
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
田
彦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
を
兼
務
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
セ
ン
タ
ー

が
地
域
の
皆
様
の
生
涯
学
習
の
拠
点

と
し
て
、
よ
り
機
能
発
揮
で
き
る
よ

う
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
の
ご
協

力
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。
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田
彦
の
安
全
・
防
犯

　
　
　見
守
り
隊
の
紹
介

田
彦
の
安
全
・
防
犯

　
　
　見
守
り
隊
の
紹
介

田
彦
中
学
区
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
長

　
　

　
　
　
　
　
　
　須
藤

　光
夫

み
な
さ
ん
の

　
　ご
尽
力
に
感
謝

み
な
さ
ん
の

　
　ご
尽
力
に
感
謝

み
な
さ
ん
の

　
　ご
尽
力
に
感
謝

　

私
た
ち
が
住
む
街
「
田
彦
中
学
区
」

が
、
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
明

る
い
街
と
な
る
よ
う
！
五
つ
の
自
治
会

の
資
格
を
取
得
し
た
住
民
有
志
が
、
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
を
組
織
し
、
毎
週
青
色
回

転
灯
を
付
け
た
車
で
巡
回
。
子
ど
も
達・

高
齢
者
の
安
全
と
地
域
の
防
犯
に
努
め

て
い
る
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
で
す
。

　　

隊
員
は
、
総
勢
1
0
5

名
。
昨
年
度
の
活
動
は
、
延

べ
1
2
0
0
㎞
m
の
巡
回

と
2
2
6
名
に
よ
る
活
動

を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
自

治
会
で
は
、
徒
歩
に
よ
る
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
永
き
に
わ
た
り
本
会
の
実

践
活
動
や
地
域
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
た

方
々
に
市
民
憲
章
か
ら
表
彰
状
の
授
与

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
29
年
度

を
も
っ
て
本
会
活
動
を
退
会
さ
れ
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
皆
様
方
の
ご
尽
力
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
益
々
の
ご

活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

◆
文
化
部
会	

河
合　

み
ど
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◆
安
全
福
祉
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天
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正
夫

	

石
村　

寧
敏

◆
体
育
部
会	

坂
本　

洋
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環
境
部
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武
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上
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善
司

	

恵
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末
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◆
広
報
委
員
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三
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◆
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正
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◆
本
会
事
務
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上
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セ
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倉
内　

あ
い
子

　

 

（
敬
称
略
）

総　　会

役 員 会

監　　事

事務局長

広 報 委 員

体 育 部 会

会　　長 顧　　問

地 区 委 員 会 広 報 委 員 会実践部運営委員会

副 会 長

実践部長地区委員長地 区 委 員
中村　厚士
大部　正春
藤咲　武夫
宮崎　真明
須藤　光夫
安田　貫二

地区副委員長 実践副部長

青少年部会

環 境 部 会 安全福祉部会

文 化 部 会

田彦中学区地域づくりの会組織

大谷　忠彦
小野 　　勲

委 員 長
久保田 寿久部会長

同　副

副委員長

内田　雅惠 勝村　和男

平野　一能

熊田　文勝
北島 荘太郎

大橋　恒雄
藤咲　武夫

刈谷　秀樹須藤　光夫田　彦　東
自　治　会
田　彦　西
自　治　会
堂　　　端
自　治　会
西　大　島 宮本　能光
自　治　会 山田　謙司
大 島 公 園 内田　雅惠
西 自 治 会 石村　寧敏

大橋　恒雄 松原　　昇
佐々木 敬三

久保田 憲治
宮本　章子

刈谷　秀樹部会長

松原   　昇部会長 恩田　直人
横山   　司

部会長
菅原　研之同　副

佐々木 敬三部会長
小林　達也同　副

同　副

同　副 藤本　幸子
小野瀬 謙二

田彦中学区
地域づくりの会
のしくみ

田彦中学区
地域づくりの会
のしくみ

田彦東自治会 …………
田彦西自治会 …………
西大島自治会 …………
堂　端自治会 …………
大島公園西自治会 ……
県営アパート …………

472世帯
752世帯
526世帯
916世帯
335世帯
104世帯

計 3,105世帯（4月14日現在）
（前年度  3,144世帯）

平成30年度
「田彦中学区地域づくりの会」
会員世帯数をお知らせします

地域づくりの会のご紹介
目　的 自らの意思で住民が相互に連携しあい、地域の生活環境、人間関係の一層の

充実を図り、地域のコミュニティ活動の促進・発展させるため、中学校区単
位に組織しています。

会　員 中学区の皆様で構成しています。自治会に加入することで会員になれます。

運営費 会員から年300円の運営費と市からの助成金等で運営しています。
事業報告等は、毎年度総会を開催し報告しています。

体　制 会長、副会長、監事は、総会で選出し、任期は2年です。実践部運営委員は、
各自治会から推薦された方々等で各事業を実施しています。
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り
よ
だ
会
部
各

地
域
の
安
全
と
福
祉

い
つ
ま
で
も
元
気
に

今
年
度
の
部
会
活
動

花
い
っ
ぱ
い
運
動
で
活
動
開
始

今
年
度
の
活
動

安
全
福
祉
部
会

体
育
部
会

青
少
年
部
会

環
境
部
会

文
化
部
会

　

今
年
度
は
、
部
会
員
改
選
が
あ
り
、

20
名
の
内
9
名
の
新
メ
ン
バ
ー
を
迎
え

て
活
動
開
始
し
ま
し
た
。
7
月
に
部
会

研
修
を
計
画
し
て
お
り
、
部
会
員
相
互

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
最
初
の
活
動
は
、
部
会
員
に

よ
る
コ
ミ
セ
ン
と
大
島
公
園
花
壇
の
除

草
と
花
植
え
を
6
月
2
日
に
実
施
し
ま

し
た
。
雑
草
が
生
い
茂
っ
て
い
た
花
壇

に
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
等
の
新
し
い
苗
を

植
え
6
月
下
旬
に
は
、
黄
色
・
橙
色
の

花
を
咲
か
せ
て
訪
れ
る
人
を
和
ま
せ
て

く
れ
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
な

お
、
今
年
度
も
大
島
公
園
西
自
治
会
の

保
科
様
よ
り
ゴ
デ
チ
ア
と
い
う
花
の
苗

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
部
会

の
活
動
は
、
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
が

あ
っ
て
こ
そ
で
す
。

　

今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

今
年
は
、
昭
和
か
ら
平
成
に
変
わ
っ

て
の
三
十
年
、
我
々
を
取
り
巻
く
環
境

も
随
分
変
わ
っ
て
来
ま
し
た
。
こ
の
頃
、

子
ど
も
が
犠
牲
と
な
る
事
件
が
目
を
引

き
ま
す
。「
な
ん
で
」
と
心
を
痛
め
て

い
る
方
も
多
い
事
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
の
青
少
年
部
会
の
活

動
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
続
け
て
き
た

未
就
学
児
童
か
ら
の
「
読
み
聞
か
せ
」

小
中
学
生
と
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
と
し

た
「
地
域
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
」「
地

域
ふ
れ
あ
い
ス
キ
ー
」
を
三
本
の
は
し

ら
に
、「
地
域
の
皆
さ
ん
と
顔
見
知
り

に
な
る
」「
見
知
ら
ぬ
方
と
で
も
挨
拶

が
出
来
る
雰
囲
気
を
醸
成
す
る
」
そ
ん

な
意
識
で
活
動
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
地
域
の
中
で
の
見
守
り
・
・
・
」

改
め
て
、
そ
の
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　

部
会
最
初
の
イ
ベ
ン
ト
「
シ
ニ
ア
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」
を
６
月
10
日

（
日
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
新
た
な
種
目
「
ラ
ダ
ー

ゲ
ッ
タ
ー
」
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
こ

の
ゲ
ー
ム
は
、
ヒ
モ
で
つ
な
が
っ
た
２

つ
の
ボ
ー
ル
を
は
し
ご
に
投
げ
、
そ
の

は
し
ご
に
ひ
っ
か
か
る
と
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
も
の
で
す
。
競
技
は
、そ
の
他
「
輪

投
げ
」
と
「
バ
ッ
ゴ
ー
」
の
種
目
を
行

い
、
西
大
島
自
治
会
の
２
連
覇
で
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。
参
加
者
は
60
歳
以
上
の

２
０
０
人
の
方
々
で
す
が
、
そ
の
熱
気

は
も
の
す
ご
く
、
あ
っ
と
い
う
間
の
三

時
間
で
し
た
。

　

体
育
部
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
健
康
増
進
を
図
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と

し
て
、
今

年
度
も
地

域
の
方
々

に
向
け
た

種
々
の
ス

ポ
ー
ツ
行

事
の
計
画

を
進
め
て

お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
地
域
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

私
達
の
部
会
は
「
地
域
の
安
全
と
福

祉
を
図
る
」
を
理
念
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
部
会
員
は
、
自
治
会
か
ら
の
選
出

者
・
交
通
安
全
協
会
員
・
民
間
交
通
指

導
員
・
田
彦
小
交
通
安
全
母
の
会
代
表

者
・
消
防
分
団
長
・
高
齢
者
ク
ラ
ブ
代

表
者
・
民
生
委
員
児
童
委
員
・
地
区
保

健
推
進
委
員
代
表
者
・
部
会
の
推
薦
者

で
構
成
さ
れ
、
熱
い
理
念
を
抱
い
た
メ

ン
バ
ー
で
す
。

　

活
動
は

「
児
童
の

通
学
路
危

険
個
所
点

検
・
摘
出
」

「
健
康
長
寿

に
係
わ
る

医
師
、
薬

剤
師
、
ケ

ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
等

の
講
話
」「
高
齢
者
に
対
す
る
交
通
安

全
講
話
」｢

部
会
員
相
互
の
懇
親
、
見

識
の
充
実
を
図
る
研
修
旅
行
」「
元
気

は
つ
ら
つ
歩
く
会
」「
新
入
学
児
童
の

交
通
安
全
教
室
」「
防
火
、
救
急
救
命

訓
練
」
等
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
部
会
で
は
、
今
年
度
部
会
員
が

6
名
入
れ
替
わ
り
新
体
制
で
活
動
を
始

め
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
と
芸
術
・
文

化
に
親
し
み
、
心
豊
か
な
生
活
が
送
れ

る
一
助
に
な
る
よ
う
な
活
動
を
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
7
月
に
部
会
研
修
で
埼

玉
県
方
面
の
文
化
施
設
の
研
修
が
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
一
般
見
学
会
は
、

神
奈
川
県
方
面
の
史
跡
・
文
化
財
を
見

学
す
る
予
定
で
、
内
容
・
ス
ケ
ジ
ュ
―

ル
な
ど
を
計
画
中
で
す
。
ま
た
、
文
化

教
室
は
、
こ
れ
ま
で
古
墳
時
代
・
考
古

学
的
史
跡
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま

し
た
が
、
参
加
し
た
皆
様
よ
り
ご
好
評

を
頂
い
て
お
り
、
今
年
も
引
き
続
き
実

施
す
べ
き
場
所
・
内
容
を
検
討
し
て
お

り
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
一
層
充
実
し
た
内
容
に

す
べ
く
部
会
員
一
同
頑
張
り
ま
す
の

で
、
更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

編

集

後

記

　
本
年
度
、
委
員
改
選
に
よ
り
新
メ

ン
バ
ー
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
田
彦
」
が
地
域

と
家
庭
を
結
ぶ
広
報
誌
と
し
て
、
親

し
み
易
い
紙
面
つ
く
り
を
目
ざ
し
ま

す
。
お
子
様
か
ら
ご
敬
老
の
方
ま
で
、

皆
様
方
の
自
由
な
投
稿
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
表
紙
タ
イ
ト
ル
部
写
真 【
大
島
公
園
】

◎
大
谷  

忠
彦

　西
大
島
自
治
会

◯
小
野  

　勲

　文
化
部
会

　

　宮
崎  

祐
輔

　大
島
公
園
西
自
治
会

　米
川  

孝
子

　田
彦
西
自
治
会

　小
森  

和
男

　堂
端
自
治
会

　菅
原  

公
子

　田
彦
東
自
治
会

　宮
下  

晴
水

　体
育
部
会

　円
谷  

昇
子

　青
少
年
部
会

　平
田  

源
蔵

　環
境
部
会

　常
井  

良
男

　安
全
福
祉
部
会

◆ 

今
年
度
の
広
報
委
員
で
す 

◆

（
◎
委
員
長

　◯
副
委
員
長
）

田彦コミュニティセンター利用案内
開館時間 午前8時30分～午後10時
利用時間 午前の部…9時～正午

午後の部…1時～5時
夜 の 部…6時～10時

休 館 日 毎月　第３月曜日
閉 館 日 ●お　　盆…8月13日～15日

●年末年始…12月29日～1月3日
●休館日と祝祭日が重なった日

窓口受付 午前8時30分～午後8時

利用のない
場合は8時閉館

す
が
大
勢
の
方
と
知
り
合
い
に
な
り
、

こ
れ
は
こ
れ
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

花
を
育
て
る
人
々

田
彦
東
　
大
部
　
正
春

　

田
彦
東
自
治
会

内
に
は
、
花
壇
が

三
ケ
所
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
花
壇
を

「
ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ

ブ
」「
み
ど
り
子
ど
も
会
」「
つ
ば
さ
東

子
ど
も
会
」
が
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
「
ゆ

う
ゆ
う
ク
ラ
ブ
」
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

「
ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ
ブ
」
が
管
理
し
て
い

る
花
壇
は
、
ち
び
っ
子
広
場
内
に
あ
る

二
か
所
の
大
き
い
方
で
花
壇
の
手
入
れ

は
春
と
秋
の
花
の
植
え
替
え
、
年
３
、

４
回
の
除
草
を
行
っ
て
い
ま
す
。
作
業

時
間
は
３
、４
時
間
で
先
日
も
広
場
の

除
草
、
春
の
花
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

暑
い
日
差
し
の
中
和
気
あ
い
あ
い
作
業

を
行
い
、
美
し

い
花
壇
が
出
来

全
員
満
足
感
に

浸
り
ま
し
た
。

こ
の
花
壇
も
一

か
月
後
に
は
さ

ら
に
大
き
な
花

が
咲
き
乱
れ
、

花
と
緑
の
環
境

美
化
コ
ン
ク
ー

ル
の
審
査
を
受

け
ま
す
。

が
す
る
。

　

ま
た
、
外
食
の
場
で
も
、
親
子
別
々

に
携
帯
電
話
や
ス
マ
ホ
を
手
に
熱
中
し

て
い
る
姿
を
見
か
け
る
こ
と
が
多
い
。

　

今
や
こ
の
よ
う
な
機
器
は
、
必
要
不

可
欠
で
、
使
用
す
る
こ
と
を
否
定
す
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ

に
よ
り
、
会
話
が
少
な
く
な
っ
て
き
た

こ
と
は
寂
し
さ
を
感
じ
る
。

　

人
は
、
言
葉
を
話
す
唯
一
の
動
物
で

あ
る
。
私
は
、
少
し
で
も
皆
さ
ん
と
会

話
し
、
時
に
は
飲・

・

・

・

・

・

・

み
に
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

通
し
た
、
自
治
会
運
営
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

地
域
活
動
で
大
勢
の
方
と

知
り
合
い
に

田
彦
西
　
森
　
　
隆

　

今
年
の
４
月
か

ら
５
班
の
新
任
班

長
に
な
り
ま
し
た
。

田
彦
に
来
て
30
余

年
で
す
が
、
63
歳

の
退
職
ま
で
20
余
年
千
葉
県
柏
、
東
京

丸
の
内
に
単
身
赴
任
し
て
い
た
た
め
、

長
い
間
常
会
活
動
は
女
房
に
お
願
い
し

て
い
ま
し
た
。
田
彦
に
戻
っ
て
か
ら
、

田
彦
コ
ミ
セ
ン
、
大
島
コ
ミ
セ
ン
の
囲

碁
の
会
、
田
彦
中
学
区
地
域
づ
く
り
の

会
文
化
部
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、

班
長
に
な
っ
て
か
ら
資
源
回
収
、
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
、
健
康
づ
く
り
歩
く
会
、

環
境
美
化
運
動
、
自
治
会
マ
ス
タ
ー
ズ

ゴ
ル
フ
、
市
報
・
回
覧
板
配
布
、
役
員

会
に
参
加
し
て
、
班
長
活
動
は
多
忙
で

木
工
芸
と
私

堂
端
　
廣
瀬
　
明
彦

　

好
き
な
趣
味

は
？
と
聞
か
れ
た

ら
、
第
一
に
木
工

作
と
答
え
る
で

し
ょ
う
。
木
の
温

も
り
や
香
り
が
す
き
で
す
。
五
感
を
刺

激
さ
れ
な
が
ら
の
工
作
中
は
、
時
の
経

つ
の
を
忘
れ
る
程
で
す
。
退
職
直
後

に
、
木
工
芸
教
室
が
開
設
さ
れ
る
事
を

知
り
、
渡
り
に
舟
と
参
加
す
る
こ
と
約

二
年
半
、
良
い
勉
強
が
出
来
ま
し
た
。

小
刀
、
彫
刻
刀
等
の
研
ぎ
方
の
基
本
は
、

今
も
生
き
て
い
ま
す
。
箸
作
り
か
ら
始

ま
り
椅
子
や
小
型
の
机
等
。
孫
の
玩
具

（
お
も
ち
ゃ
）
は
数
知
れ
ず
で
す
。
力

作
と
自
負
で
き
る
物
は
、
ア
イ
デ
ィ
ア

を
練
っ
て
作
り
上
げ
た
キ
ッ
チ
ン
セ
ッ

ト
で
す
。
現
在
高
校
生
に
成
長
し
た
孫

に
、
今
で
も
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
体
調
管
理
を
心
掛
け
、

楽
し
く
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

会
話
の
大
切
さ

西
大
島
　
宮
本
　
能
光

　

会
話
の
大
切
さ

が
、
年
々
叫
ば
れ

て
い
る
。
私
は
電

車
に
乗
る
機
会
が

度
々
あ
っ
た
が
、

近
年
、
乗
客
は
以
前
と
は
様
変
わ
り
し
、

新
聞
な
ど
を
読
ん
で
い
る
人
や
会
話
を

し
て
い
る
人
が
少
な
く
な
っ
た
様
な
気

  

六
　
月大島

公
園
西
　
樋
口
　
　
治

　

六
月
と
い
え
ば

待
ち
に
待
っ
た
鮎

の
解
禁
で
す
。
鮎

釣
り
に
は
毛け

ば
り鉤
釣

り
、
友
釣
り
、
コ

ロ
ガ
シ
が
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
友
釣

は
10
メ
ー
ト
ル
の
竿
と
0
・
3
ミ
リ
の

糸
に
囮

お
と
り

鮎
を
つ
け
ま
す
。
鮎
の
縄
張
り

へ
囮
を
泳
が
せ
、
喧
嘩
を
さ
せ
ま
す
。

流
れ
の
中
で
二
匹
の
鮎
が
暴
れ
回
る
強

い
引
き
の
醍
醐
味
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
小
田
原
近
く
の
酒
匂
川
や
相
模
川
、

名
古
屋
で
は
東
三
河
の
矢
作
川
を
楽
し

み
ま
し
た
。
茨
城
で
は
久
慈
川
に
通
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
鮎
釣
り
と
と
も

に
、
川
面
か
ら
見
上
げ
る
山
々
と
清
流

ラ
イ
ン
の
電
車
と
の
景
色
が
楽
し
め
ま

す
。　
　
　
　

　

今
後
は
釣
行
数
を
減
ら
し
て
、
末
長

く
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。


